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【
盆
栽
展
】

▽
小
野
町
文
化
祭
最
優
秀
賞
＝
佐

藤
勇
治（
本
町
）▽
小
野
町
長
賞
＝

遠
藤
サ
ト
子（
小
野
赤
沼
）▽
小
野

町
議
会
議
長
賞
＝
阿
部
幸
二（
荒

町
）▽
小
野
町
教
育
長
賞
＝
髙
﨑
ナ

ミ（
平
舘
）▽
小
野
町
芸
文
協
会
長

賞
＝
遠
藤
正
男（
小
野
赤
沼
）▽
福

島
民
報
社
賞
＝
松
本
春
男（
反
町
）

▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞
＝
吉
田
喜

一
郎（
平
舘
）▽
小
野
町
皐
月
盆
栽

愛
好
会
長
賞
＝
大
楽
政
義（
大
八
）

【
菊
花
展
】

〈
三
本
立
て
盆
養
の
部
〉

▽
小
野
町
文
化
祭
賞
＝
吉
田
照
明

（
小
野
山
神
）▽
小
野
町
長
賞
＝
吉

田
三
郎（
上
羽
出
庭
）▽
小
野
町
議

会
議
長
賞
＝
鈴
木
好
吉（
塩
庭
一

区
）▽
小
野
町
教
育
長
賞
＝
吉
田

栄
伸（
塩
庭
二
区
）▽
小
野
町
菊
花

愛
好
会
長
賞
＝
吉
田
勝
二（
和
名

田
）▽
田
村
医
師
会
長
・
医
療
法
人

慶
信
会
石
塚
醫
院
理
事
長
賞
＝
常

◆
入
賞
者（
敬
称
略
）

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

▽
最
優
秀
賞
＝
長
久
保
梨
桜（
小

野
新
町
小
２
年
）▽
優
秀
賞
＝
上

遠
野
愛
和（
小
野
新
町
小
１
年
）、

大
竹
拓
己（
夏
井
一
小
３
年
）、
村

上
香
穂（
夏
井
一
小
３
年
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

▽
最
優
秀
賞
＝
長
久
保
真
望（
小

野
新
町
小
４
年
）▽
優
秀
賞
＝
清

野
里
那（
夏
井
一
小
５
年
）、
長
谷

川
拓
海（
浮
金
小
５
年
）、
上
遠
野

萌
恵（
小
野
新
町
小
６
年
）

◆
受
賞
者（
敬
称
略
）

▽
福
島
県
知
事
賞
＝
根
本
和
美（
吉

野
辺
）ネ
ギ
▽
小
野
町
長
賞
＝
郡

司
仁
子（
小
戸
神
）大
根
／
横
田
節

子（
飯
豊
中
）白
菜
／
吉
田
リ
ン
子

（
飯
豊
下
）ジ
ャ
ガ
イ
モ
／
藤
井
ト

シ（
浮
金
）ゴ
ボ
ウ
▽
小
野
町
議
会

議
長
賞
＝
郡
司
ヒ
デ（
小
野
山
神
）

ジ
ャ
ガ
イ
モ
／
國
分
ミ
ツ（
小
野

山
神
）豆
類
／
藤
井
崇（
浮
金
）長

芋
／
大
山
仲（
小
野
山
神
）コ
ン

ニ
ャ
ク
芋
▽
た
む
ら
農
業
協
同
組

合
長
賞
＝
國
分
ハ
ギ（
小
野
山
神
）

大
根
／
吉
田
義
貞（
飯
豊
上
）か
ぼ

ち
ゃ
／
宗
像
義
春（
浮
金
）豆
類
／

村
上
サ
チ
子（
飯
豊
上
）ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー

米
の
消
費
拡
大
推
進

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
24
年
度

農
作
物
品
評
会

　
今
年
も
、
幼
児
・
小
中
学
生
作

品
展
、
寿
大
学
作
品
展
、
老
人
ク

　
平
成
24
年
度
森
林
環
境
交
付
金

事
業「
親
子
木
工
教
室
」が
11
月
10

日
、
小
町
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
の

会
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
83
組
の
親
子
が
集
ま

り
、
町
内
の
建
築
家
具
組
合
の
皆

さ
ん
か
ら
指
導
を
受
け
、
木
製
の

「
本
立
て
」を
製
作
し
ま
し
た
。
金

づ
ち
を
使
っ
て
の
木
工
作
業
を
初

め
て
行
う
子
ど
も
も
い
て
、
苦
労

し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た

が
、
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
製
作

し
て
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
作
品

に
マ
ジ
ッ
ク
で
絵
を
描
く
な
ど
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
作
業
終
了
後
に
は
参
加
し
た
親

子
に
、家
庭
で
手
軽
に
で
き
る「
き

の
こ
の
栽
培
キ
ッ
ト
」が
配
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
国
内
外
の
大
会
で
活
躍
す

る
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
西
間
健
さ
ん
を
迎
え「
チ
ェ
ン

ソ
ー
ア
ー
ト
」の
実
演
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
は
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
を
使
い
丸
太
か
ら
彫
刻

作
品
を
作
り
上
げ
る
芸
術
で
す
。

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
エ
ン
ジ
ン
音
を
響

か
せ
な
が
ら
、
長
さ
１
・
５
メ
ー

ト
ル
、
直
径
40
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
あ
る
丸
太
を
２
本
使
い
、
一

つ
の
作
品
を
仕
上
げ
て
い
く
姿
に

来
場
者
は
目
を
引
か
れ
、
ど
ん
な

作
品
が
で
き
る
の
か
興
味
津
々
の

様
子
で
し
た
。

親
子
木
工
教
室

チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー
ト

平
成
24
年
度
森
林
環
境
交
付
金
事
業協力しながら「本立て」を製作する親子

チェンソーで作品を仕上げる西間さん

高学年の部・最優秀賞
の長久保さんの作品

低学年の部・最優秀賞
の長久保さんの作品

福島県知事賞に
輝いた根本さん
のネギ

個
人
団
体
作
品
展

ラ
ブ
作
品
展
、
菊
花
・
盆
栽
・
山

野
草
・
華
道
展
な
ど
す
ば
ら
し
い

作
品
の
数
々
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ

た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
各
作
品
展
の
受
賞
者
は
、
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

Caltural and Industrial Festival


